
■　税務調査、個別指導、保健所の立入検査の連絡があった際は、お早めに協会にご相談ください。（TEL019-651-7341）

(1)   2013年10月５日「平成５年12月16日第三種郵便物認可」 岩 手 県 保 険 医 新 聞 「毎月５日発行」 第 445 号

発　行　所
岩手県保険医協会

　購読料　年2,400円（〒別）
　会員の購読料は会費に含まれています。

〒020-0034
盛岡市盛岡駅前通15－19
ＴＥＬ 019-651-7341(代)
ＦＡＸ 019-651-7374
発行人　箱　石　勝　見
http://www.i-hoken-i.org

第445号
主 な 記 事

１面
東北厚生局への要請・懇談報告
岩手県歯科医師会会長・箱崎守男先生との
懇談

２面 県南の子どもたちの健康調査を
成人の風しんワクチン

３面 東北厚生局との懇談内容

４面
認知症に関する診療研究会開催
iPhone使い方講座開催
味処、理事会だより、３面記事の続き

　

私
の
友
人
が
２
度
目
の
結

婚
を
し
ま
し
た
。
20
年
以
上

も
独
身
生
活
を
貫
い
て
か
ら

の
再
婚
で
す
。

　

彼
の
独
身
生
活
時
代
は
、

私
に
と
っ
て
大
変
都
合
の
良

い
友
人
で
し
た
。
家
族
、
仕

事
の
ス
ト
レ
ス
や
落
ち
込
ん

だ
り
、
悩
ん
だ
り
し
た
と
き
、

彼
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
り
、

一
緒
に
旅
行
に
行
っ
た
り
、

私
の
望
む
と
き
に
合
わ
せ
て
、

付
き
合
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

事
あ
る
ご
と
に
、
再
婚
を
勧

め
た
の
で
す
が
そ
の
話
に
な

る
と
、曖
昧
な
返
事
し
か
返
っ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

彼
が
３
年
ほ
ど
前
に
一
緒
に

旅
行
に
行
っ
た
と
き
、「
そ
ろ

そ
ろ
俺
も
再
婚
す
る
か
な
。」、

「
相
手
は
？
」、「
ま
だ
い
な

い
。」
と
の
事
。
ま
た
い
つ
も

の
冗
談
か
と
思
っ
て
聞
き
流

し
て
い
た
ら
、
こ
の
あ
い
だ

電
話
で
「
俺
、再
婚
し
た
よ
。」

と
の
事
。
話
を
聞
く
と
前
の

奥
さ
ん
が
引
き
取
っ
た
子
供

２
人
が
成
人
し
て
、
や
っ
と

肩
の
荷
が
下
り
た
、
今
ま
で

黙
っ
て
い
た
け
ど
や
は
り
子

供
の
こ
と
が
気
が
か
り
で
再

婚
で
き
な
か
っ
た
、
と
の
事
。

　

私
か
ら
見
れ
ば
、
陽
気
で
、

ズ
ボ
ラ
な
男
に
し
か
見
え
な

か
っ
た
（
い
や
、
そ
の
様
に

人
に
見
せ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
）
彼
で
あ
っ
た
が
、

漏
れ
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

養
育
費
も
滞
る
こ
と
な
く
送

金
し
２
人
の
子
供
が
大
学
に

入
学
す
る
と
き
に
は
入
学
金

の
援
助
も
行
っ
た
と
の
事
。

　
最
近「
あ
た
り
ま
え
」が「
あ

た
り
ま
え
」
で
な
く
な
っ
て

き
た
世
の
中
で
、
子
供
た
ち

に
対
す
る「
責
任
」と「
愛
情
」

を
、
男
と
し
て
の
「
ケ
ジ
メ
」

を
無
言
で 

貫
き
通
し
て
き
た

ん
だ
と
、
改
め
て
思
い
ま
し

た
。
心
か
ら
「
再
婚
お
め
で

と
う
」
と
言
わ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
、
彼
ら

の
幸
せ
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

時
々
は
、
ま
た
私
と
も
遊

ん
で
ほ
し
い
と
思
う
こ
の
ご

ろ
で
す
。

は  

り

　
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
は
８
月
28

日
、
仙
台
市
の
東
北
厚
生
局

会
議
室
に
て
、
東
北
厚
生
局

に
対
し
て
指
導
行
政
の
改
善

を
求
め
る
要
請
・
懇
談
を
行

い
ま
し
た
。
要
請
・
懇
談
は

今
回
で
４
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
当
協
会
は
南
部
淑
文
副
会

長
、
事
務
局
が
参
加

し
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
全

体
で
は
19
名
参
加
し
ま

し
た
。
東
北
厚
生
局

は
、
野
呂
金
雄
医
療
課

長
、
長
澤
徹
医
療
課
長

補
佐
、
前
田
篤
指
導
第

二
係
長
、
川
上
博
之
医

療
指
導
監
視
監
査
官
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

要
請
・
懇
談
は
、
事

前
に
要
請
し
て
い
た
項

目
に
対
し
て
東
北
厚
生

局
が
回
答
し
、
回
答
内

容
に
つ
い
て
意
見
交
流
す
る

形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
集
団
的
個
別
指
導
や
個
別

指
導
は
県
内
一
か
所
で
は
な

く
、
各
地
で
行
っ
て
欲
し
い

と
い
う
要
望
に
対
し
て
野
呂

課
長
は
「
県
に
よ
っ
て
事
情

は
異
な
る
が
、
複
数
会
場
に

て
実
施
し
て
い
る
」
と
従
来

の
回
答
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、「
昨
年
の
懇
談

で
は
複
数
会
場
に
す
る
よ
う

県
事
務
所
の
所
長
に
伝
え
る
、

と
の
回
答
だ
っ
た
が
伝
え
て

頂
け
た
の
か
」
と
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
野
呂
課
長
は
「
前
任

の
課
長
か
ら
聞
い
て
い
な
い
。

議
事
録
も
読
ん
で
い
な
い
」

と
回
答
。
協
会
側
は
、
県
の

所
長
に
し
っ
か
り
伝
え
る
よ

う
再
度
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
指
導
の
結
果
を
決

め
る
検
討
会
の
記
録
の
開
示

に
つ
い
て
野
呂
課
長
は
「
議

事
録
は
な
い
が
、
記
録
は
あ

る
」
と
回
答
。
さ
ら
に
「
記

録
は
開
示
請
求
が
あ
れ
ば
開

示
で
き
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
閉
会
あ
い
さ
つ
で
森
保
団

連
理
事
（
青
森
協
会
）
は
「
東

北
厚
生
局
内
で
改
善
で
き
る

こ
と
は
改
善
し
て
頂
き
、
全

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
本

省
に
意
見
を
上
げ
て
欲
し
い
」

と
要
請
し
ま
し
た
。（
懇
談
内

容
は
３
面
に
掲
載
）

各
地
で
の
実
施
・
適
正
な
情
報
開
示
を
強
く
要
請

東
北
厚
生
局
へ
の
要
請
・
懇
談

　
９
月
13
日
、
ホ
テ
ル
東
日

本
盛
岡
に
て
岩
手
県
歯
科
医

師
会
会
長
箱
崎
守
男
先
生
と

の
懇
談
を
開
催
し
ま
し
た
。

岩
手
県
歯
科
医
師
会
か
ら
は

箱
崎
守
男
会
長
と
佐
藤
保
専

務
理
事
、大
黒
英
貴
理
事
（
日

本
歯
科
医
師
会
理
事
）
が
出

席
さ
れ
、
当
会
か
ら
は
小
山

田
榮
二
、
池
田
健
、
南
部
淑

文
各
副
会
長
、
伊
藤
進
、
黒

田
康
之
常
任
理
事
、
事
務
局

と
述
べ
ま
し
た
。

　
一
方
、
小
山
田
副
会
長
は

「
ご
多
用
中
に
も
か
か
わ
ら
ず

毎
年
懇
談
に
応
じ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
改
革
は
待
っ

た
無
し
で
、
さ
ら
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

消
費
税
増
税
ま
で
絡
み
大
変

な
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

諸
課
題
に
対
し
歯
科
医
師
会
、

保
険
医
協
会
そ
れ
ぞ
れ
が
国

民
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の

か
ご
意
見
を
頂
戴
し
、
お
互

い
の
手
法
は
違
っ
て
も
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

  

懇
談
で
は
、
は
じ
め
に
小

山
田
副
会
長
よ
り
、
①
岩
手

県
単
独
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
、
②
保
険
で
良
い
歯

科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
請

願
に
つ
い
て
、
③
歯
科
医
師

需
給
問
題
に
つ
い
て
、
④
被

災
さ
れ
た
方
の
医
療
費
負
担

に
か
か
る
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計

結
果
の
活
動
報
告
と
資
料
紹

介
を
行
い
活
動
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　
一
方
、
佐
藤
先
生
か
ら
は
、

①
在
宅
を
含
め
た
医
療
と
介

護
の
連
携
に
つ
い
て
、
②
地

域
医
療
連
携
に
つ
い
て
、
③

が
ん
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、

糖
尿
病
、
精
神
疾
患
、
在
宅

医
療
に
対
応
す
る
歯
科
診
療

所
調
査
な
ど
に
つ
い
て
、
資

料
を
も
と
に
現
在
ど
う
い
っ

た
方
向
性
に
な
っ
て
い
る
か

ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
箱
崎
先
生
か
ら
は
、

①
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
に
つ
い
て
、
②
社
会
保
障

制
度
改
革
国
民
会
議
に
つ
い

て
、
③
社
会
保
障
給
付
費
の

見
通
し
、
④
社
会
保
障
給
付

費
の
推
移
な
ど
に
つ
い
て
ご

説
明
い
た
だ
き
、
特
に
「
社

会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議

報
告
書
」
に
つ
い
て
、
歯
科

に
関
わ
る
大
き
な
点
は
「
70

歳
以
上
の
自
己
負
担
１
割
↓

２
割
へ
の
引
き
上
げ
」、「
国

保
組
合
へ
の
補
助
金
の
減
額

あ
る
い
は
カ
ッ
ト
」
で
あ
る

と
指
摘
し
、
是
非
読
み
込
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
強
調
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
大
黒
先
生
が
両
先

生
の
ご
説
明
に
つ
い
て
全
体

的
な
補
足
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
資
料
に
つ
い

て
の
質
疑
や
歯
科
を
取
り
巻

く
諸
課
題
に
つ
い
て
の
意
見

交
流
が
な
さ
れ
、
被
災
し
た

技
工
所
の
復
旧
問
題
、
歯
科

技
工
の
７
：
３
問
題
、
金
パ

ラ
の
代
替
材
料
、
成
人
の
歯

科
検
診
、
歯
科
医
師
需
給
問

題
な
ど
が
話
題
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
池
田
副
会
長
は
、

今
後
も
情
報
交
換
や
意
見
交

流
の
た
め
懇
談
の
機
会
を
設

け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願

い
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

― 

目
指
す
目
的
に
大
き
な
違
い
は
無
い
！ 

―

　
岩
手
県
歯
科
医
師
会
会
長

　
　
　
　
　
箱
崎
守
男
先
生
と
の
懇
談

東北厚生局野呂課長（右）へ要請書を手渡す東北
ブロックの役員。左から３人目が南部副会長

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
箱
崎

先
生
は
「
毎
年
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
が
、
歯
科
医
師
会

と
保
険
医
協
会
は
手
法
は

違
っ
て
も
目
指
す
目
的
に
大

き
な
違
い
は
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
お
互
い
に
持
っ

て
い
る
情
報
に
異
な
る
部
分

も
あ
り
、
懇
談
を
通
じ
て
意

思
の
疎
通
を
は
か
っ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

中長期の貯蓄と老後の資金に

保険医年金
申込取扱期間 9月1日～10月25日
加　入　日 2014年1月1日

月　払　い　1口 1万円
一時払い　1口50万円

※詳細は同封の折り込みチラシをご覧ください

中長期の貯蓄と老後の資金に

大好評
加入受け付け中！

2012年度実績
1.390％

予定利率　1.259％
昨年度配当　0.131%
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県
南
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康
調
査
を

　
９
月
３
日
、
岩
手
ホ
ス
ピ

ス
の
会
や
三
陸
の
海
を
放
射

能
か
ら
守
る
岩
手
の
会
な
ど

の
代
表
13
名
が
岩
手
県
庁
を

訪
れ
、
県
の
野
原
勝
医
療
政

策
室
長
に
一
関
市
、
奥
州
市
、

平
泉
町
の
子
ど
も
た
ち
の
健

康
調
査
実
施
を
求
め
る
要
請

書
を
渡
し
ま
し
た
（
76
団
体

が
賛
同
・
当
協
会
も
賛
同
）。

　
こ
れ
は
本
年
８
月
、
福
島

で
の
県
民
健
康
管
理
調
査
の

結
果
、
甲
状
腺
が
ん
と
診
断

が
確
定
し
た
子
ど
も
が
前
回

調
査
か
ら
６
人
増
え
、
18
人

に
な
っ
た
こ
と
、「
が
ん
の
疑

い
」
が
25
人
だ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
、
放
射
線
量

の
高
い
岩
手
県
南
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
影
響
を
心
配
し
て

い
る
こ
と
か
ら
健
康
調
査
を

求
め
た
も
の
で
す
。

　
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

事
故
に
よ
る
被
ば
く
問
題
を

調
査
し
て
い
た
国
連
人
権
理

事
会
の
特
別
報
告
者
の
ア
ナ

ン
ド
・
グ
ロ
ー
バ
ー
氏
は
５

成人の風しん予防接種費用補助詳細
（2013年９月現在・岩手県保険医協会調査）

【風しんワクチン・MR（風しん）ワクチン】
市町村名 対　象　者 助成額 自己負担 助成開始または

開始予定年月
1 盛 岡 市 平成2年4月1日以前出生で

①妊娠を予定している女性
②妊婦の夫

接種費用の半額
（上限5,000円）

医療機関による 2013年７月16日
（2013年 ４ 月 以 降
に受けた方も対象）

2 宮 古 市・	 妊娠を予定または希望する女
性

・妊婦の夫

全額 無料 2013年８月１日～
（2013年 ４ 月 以 降
に受けた方も対象）

3 大船渡市 ①妊娠を予定または希望する女
性（妊婦、妊娠している可能
性がある者を除く）

②妊婦の夫

単抗原	3,000円
MR	 5,000円

医療機関による 2013年８月１日
（7月末までは償還
払い）～
2014年３月31日

4 花 巻 市 ①昭和39年4月2日～平成2年4
月1日生まれ

②平成2年4月2日～平成7年4月
1日生まれで MR4期未接種者

単抗原	3,000円
MR	 5,000円

単抗原	2,700円
MR	 3,600円

2013年７月１日～
2014年３月31日

5 北 上 市 ①妊娠を希望又は予定する女性
②妊婦の夫

3,000円 単抗原	3,132円
MR	 6,524円

2013年７月８日

6 久 慈 市 昭和39年4月2日～平成6年4月
1日生まれ

上限	 6,000円 医療機関による 2013年７月１日

7 遠 野 市 19歳以上49歳 5,000円 医療機関による 2013年７月１日
8 一 関 市 ①20～23歳で高3時に MR 風疹

を接種していない者
②24～49歳　特に妊娠を希望

している者、妊婦の夫、妊婦
の同居の家族

単抗原	3,000円
MR	 4,700円

医療機関による 2013年７月

9 陸前高田市 ①妊娠を予定又は希望する者
②妊婦の夫

3,000円～
5,000円

2,000円～
4,000円

2013年８月１日

10 釜 石 市 ①妊娠を予定又は希望する者
②妊婦の夫

単抗原	3,000円
MR	 5,000円

医療機関による 2013年10月～
（2013年4月以降に
受けた方も対象）

11 二 戸 市 昭和39年4月2日～平成7年4月
1日生まれ

単抗原	3,000円
MR	 5,000円

医療機関による 2013年７月１日

12 八幡平市 昭和39年4月2日～平成2年4月
1日生まれで風疹に罹患したこ
とのない者

単抗原	3,000円
MR	 5,000円

医療機関による 2013年４月１日～
2014年２月28日

13 奥 州 市 ① MR4期予防接種が未接種の
19～23歳になる者

②24～49歳になる者

3,000円 医療機関による 2013年６月７日
（2013年 ４ 月 １ 日
～６月６日に接種
済の者については
償還払いをする）

14 雫 石 町 20～49歳の方で、一度も接種
しておらず、既往歴の無い方

3,000円
5,000円

医療機関による 2013年７月１日

15 葛 巻 町 ①高校3年生 4,000円 医療機関による 2013年４月１日
②昭和39年4月2日～平成2年4

月1日生まれの男女
③その他医師が必要と判断した

者

5,000円 2013年７月１日

16 岩 手 町 岩手町に住民登録している昭和
39年4月2日～平成2年4月1日
生まれ

単抗原	3,000円
MR	 5,000円

医療機関による 2013年７月１日

17 滝 沢 村 女性①昭和39年4月2日～平成2
年4月1日生まれ②風疹罹患歴、
予防接種歴なし
男性①妊婦の夫②風疹罹患歴、
予防接種歴なし

3,000円 MR 接種の場合
約7,000円

2013年６月24日～
2014年３月31日

18 紫 波 町 昭和39年4月2日～平成2年4月
1日生まれ

単抗原	3,000円
MR	 5,000円

医療機関による 2013年７月１日

19 矢 巾 町 ①矢巾町に住民登録している昭
和39年4月2日～平成2年4月
1日生まれの方

②今までに風疹罹患のない方、
風疹予防接種を受けたことが
無い方

③現在、妊娠している可能性及
び妊娠していない方

単抗原	3,000円
MR	 5,000円

医療機関による 2013年５月13日～
2014年３月31日

20 西和賀町 7歳以上49歳まで 3,000円～
6,000円

医療機関による 2013年７月11日
（2013年 ４ 月 以 降
に受けた方も対象）

21 金ケ崎町 町内に住所を有し、町内指定医
療機関で接種した20歳～49歳

3,000円 医療機関による 2013年５月１日

22 平 泉 町 ①平成25年度20～23歳で MR
又は風疹4期未接種者

②平成25年度24～49歳になる
者

単抗原	3,000円
MR	 4,700円

医療機関による 2013年７月１日～
2014年３月31日

23 住 田 町 町内に住所を有する者で妊娠予
定又は妊娠を希望する女性、妊
婦の夫

単抗原	3,000円
MR	 5,000円

医療機関による 2013年８月１日～
2014年３月31日

要　望　事　項

１．今後も岩手県内（特に線量の比較的高い県南部を重点的に）
の子供たちの尿中放射性物質サンプリング調査を詳細に継続し
て行い、そのデータを公表していただくこと。

２．県内でも比較的高濃度の空間線量が計測され、国の放射能汚
染状況重点調査区域となっている、県南三市町（一関市、奥州市、
平泉町）の子供たちについて重点的に甲状腺検査のフォローアッ
プと 2 次検査を、親や子が希望するすべてのケースで実施して
いただくこと。また、子どもの健康調査は甲状腺検査に限らず、
血液、尿検査を含むすべての健康影響に関する調査に拡大して
いただくこと。

３．がんの予防という観点からも、この問題を大人のがん検診推
進と同等に、今後の岩手県がん対策推進計画の一環として位置
付け、対がん協会、医療者、患者団体、など岩手県民一体となっ
て子どもたち、ひいては私たちの子孫を守るという立場に立っ
て取り組みを強化していくこと。

月
、
福
島
県
が
実
施
す
る
県

民
健
康
管
理
調
査
は
不
十
分

と
し
て
、
内
部
被
ば
く
検
査

を
拡
大
す
る
よ
う
勧
告
し
、

子
ど
も
の
健
康
調
査
は
甲
状

腺
検
査
に
限
ら
ず
実
施
し
、

血
液
・
尿
検
査
を
含
む
す
べ

て
の
健
康
影
響
に
関
す
る
調

査
に
拡
大
す
る
こ
と
、
被
ば

く
線
量
が
年
間
１
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
を
上
回
る
地
域
は
福

島
以
外
で
も
政
府
が
主
体
と

な
っ
て
健
康
調
査
を
す
る
よ

う
求
め
て
い
ま
し
た
。
年
間

１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
は
県
南

地
区
が
当
て
は
ま
る
た
め
、

参
加
者
は
甲
状
腺
が
ん
の
可

能
性
が
否
定
で
き
な
い
限
り

は
予
防
医
学
の
観
点
か
ら
健

康
調
査
を
し
て
ほ
し
い
、
後

手
に
な
ら
な
い
よ
う
今
の
う

ち
に
手
を
打
つ
の
が
行
政
の

務
め
で
は
な
い
か
と
話
し
ま

し
た
。

　
野
原
氏
は
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
や
り
た
い
思
い
は
同

じ
で
、
23
、
24
年
度
と
継
続

し
て
尿
検
査
を
行
っ
た
。
今

年
度
も
ご
協
力
が
得
ら
れ
た

ら
継
続
し
た
い
、
前
向
き
に

検
討
し
た
い
と
話
し
ま
し
た

が
、
甲
状
腺
検
査
に
つ
い
て

は
、
事
故
と
の
因
果
関
係
が

ま
だ
わ
か
ら
な
い
状
況
で
あ

る
た
め
、
福
島
や
国
の
動
向

を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
と

回
答
し
ま
し
た
。

　
昨
年
、
首
都
圏
や
近
畿
地

方
で
風
し
ん
が
流
行
し
、
今

年
も
同
様
の
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
岩
手
県
は
①
妊
娠

を
予
定
ま
た
は
希
望
す
る

者
、
②
妊
婦
の
夫
に
、
１
人

１
５
０
０
円
を
上
限
と
し
て
、

助
成
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

に
対
し
、
市
町
村
の
助
成
額

の
２
分
の
１
の
補
助
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
当
協
会
が
７
月
に
県
内
市

町
村
に
行
っ
た
予
防
接
種
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

30
市
町
村
が
助
成
を
開
始（
予

定
）
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

９
月
に
は
全
市
町
村
が
助
成

を
行
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
（
釜
石
市
は
10
月
よ
り
開

始
。
普
代
村
、
軽
米
町
は
ワ

ク
チ
ン
不
足
の
た
め
時
期
未

定
。）

　

助
成
金
額
に
つ
い
て
は
、

単
抗
原
３
０
０
０
円
、
Ｍ
Ｒ

５
０
０
０
円
が
多
数
を
占
め

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
宮

古
市
、
田
野
畑
村
、
普
代
村
、

野
田
村
で
は
全
額
助
成
と

な
っ
て
お
り
、
接
種
者
は
無

料
で
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

　
盛
岡
市
、
宮
古
市
、
大
船

渡
市
、
釜
石
市
、
奥
州
市
、

西
和
賀
町
、
大
槌
町
、
九
戸

村
、
一
戸
町
で
は
、
助
成
開

始
年
月
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
２
０
１
３
年
４
月
以
降
に

受
け
た
方
も
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

県
へ
要
請

野原勝県医療政策室長（右）に要望

24 大 槌 町・妊娠を予定または希望する女
性
・妊婦の夫

単抗原	3,000円
MR	 5,000円

医療機関による 2013年９月１日～
（2013年 ４ 月 以 降
に受けた方も対象）

25 山 田 町 妊婦の夫、妊娠を希望する20歳
以上50歳未満の女性

5,000円 医療機関による 2013年７月15日

26 岩 泉 町 20～49歳の男女 3,000円 医療機関による 2013年７月１日
27 田野畑村 村内に住所を有する満20～49

歳の者
全額

（8,970円）
無料 2013年７月

28 普 代 村 20～49歳 全額 無料 2013年７月開始予
定だが、ワクチン不
足のため時期未定

29 軽 米 町 20～49歳の男女（MR ワクチン
で実施予定）

3,000円 5,740円 ７月１日開始予定
だったが、ワクチン
の供給の都合によ
り、当面見合わせ

30 野 田 村 20～49歳の者 全額 無料 2013年７月16日
31 九 戸 村 昭和39年から平成2年生まれの

方で妊娠を希望する女性、妊婦
の夫

単抗原	3,000円
MR	 5,000円

医療機関による 2013年８月１日～
（2013年 ４ 月 以 降
に受けた方も対象）

32 洋 野 町 町内に住所を有する20～49歳
までの男女

接種費用の半額 医療機関による 2013年８月１日

33 一 戸 町 ①妊娠を予定又は希望する者
②妊婦の夫

単抗原	3,000円
MR	 5,000円

医療機関による 2013年８月２日
（2013年 ４ 月 以 降
受けた方も対象）

　

成
人
の
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

９
月
か
ら
市
町
村
が
助
成

を
開
始
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１
面
記
事
の
続
き
）

　
東
北
厚
生
局
へ
の
要
請
事

項
及
び
懇
談
内
容
は
次
の
通

り
で
す
。
紙
幅
の
関
係
上
、

要
約
し
て
掲
載
致
し
ま
す
。

数
字
：
要
請
事
項　

厚
：
東
北
厚
生
局
の
回
答

協
：
協
会
側
の
発
言

　
１
．
指
導
日
に
つ
い
て
、
患

者
の
受
診
機
会
が
阻
害
さ
れ

な
い
よ
う
、
開
催
日
や
開
催

時
間
等
に
つ
い
て
配
慮
す
る

こ
と
。
ま
た
、
診
療
に
支
障

を
来
す
場
合
は
、
保
険
医
の

希
望
す
る
日
時
へ
の
変
更
に

応
じ
る
こ
と
。
複
数
回
開
催

す
る
な
ど
配
慮
す
る
こ
と
。

厚
：
会
場
の
確
保
や
立
会
の

学
識
経
験
者
な
ど
の
予
定
を

考
慮
す
る
事
も
あ
り
、
保
険

医
の
希
望
す
る
日
時
に
す
る

こ
と
は
な
か
な
か
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
保
険
医
が
入
院
中
、

海
外
渡
航
中
等
の
正
当
な
理

由
が
あ
る
場
合
は
変
更
す
る

こ
と
も
認
め
て
い
る
。
各
県

高
点
数
を
理
由
と
す
る
こ
と

は
不
公
平
で
は
な
い
か
。

厚
：
意
見
は
承
知
し
て
い
る
。

高
点
数
が
最
良
だ
と
言
う
こ

と
は
な
い
が
、
現
時
点
で
高

点
数
の
理
由
が
ベ
タ
ー
と
い

う
こ
と
で
、
ず
っ
と
実
施
さ

れ
て
い
る
。
指
導
大
綱
に
基

づ
い
て
行
っ
て
い
る
の
で
、

こ
ち
ら
の
権
限
で
除
外
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

協
：
高
点
数
で
の
選
定
は
委

縮
診
療
に
つ
な
が
る
か
ら
、

高
点
数
で
あ
っ
て
も
何
か
特

別
な
理
由
が
あ
る
と
か
考
慮

し
て
欲
し
い
。
現
状
で
は
同

じ
人
が
４
年
に
１
度
あ
た
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

厚
：
指
導
大
綱
の
改
正
が
必

要
に
な
る
。
本
省
に
話
を
伝

え
る
こ
と
は
で
き
る
。

協
：
伝
え
て
欲
し
い
。

３
．
実
施
通
知
に
選
定
理
由

を
明
記
す
る
こ
と
。

厚
：
選
定
に
係
る
情
報
は
、

個
々
の
保
険
医
療
機
関
等
に

関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
公
に

す
べ
き
も
の
と
は
考
え
て
い

な
い
。
さ
ら
に
、
行
政
機
関

の
保
有
す
る
情
報
に
つ
い
て

は
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

当
該
事
務
ま
た
は
事
業
の
適

正
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
る
。

協
：
選
定
理
由
を
示
す
こ
と

は
公
に
す
る
こ
と
と
は
違
う
。

何
の
理
由
で
指
導
を
受
け
る

の
か
が
分
か
ら
な
い
と
、
厚

生
局
が
医
療
機
関
を
一
方
的

に
お
と
し
め
る
こ
と
も
可
能

に
な
る
。
該
当
し
た
医
療
機

関
に
は
選
定
理
由
を
通
知
す

に
お
い
て
事
情
も
異
な
る
が
、

会
場
ま
で
の
距
離
や
時
間
等

に
配
慮
し
て
複
数
の
地
区
で

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。

協
：
当
県
は
広
大
だ
が
、
医

科
の
指
導
は
盛
岡
一
カ
所
の

み
で
あ
る
。
地
域
に
そ
こ
し

か
な
い
診
療
所
も
あ
り
患
者

の
利
益
も
考
え
る
と
大
き
な

問
題
だ
。
前
回
の
懇
談
で
は
、

こ
の
事
情
を
岩
手
の
所
長
に

伝
え
て
お
く
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
進
展
も
含

め
て
伺
う
。

厚
：
岩
手
事
務
所
の
所
長
に

議
事
録
を
再
度
確
認
し
、
回

答
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

協
：
複
数
地
域
開
催
を
お
考

え
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で

よ
ろ
し
い
か
？

厚
：
事
情
を
確
認
し
て
回
答

す
る
。

２
．
選
定
理
由
か
ら
高
点
数

を
除
外
す
る
こ
と
。

厚
：
指
導
大
綱
に
お
い
て
基

準
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
直

ち
に
除
外
す
る

こ
と
は
で
き
な

い
。

協
：
医
療
機
関

が
少
な
い
地
域

も
あ
る
。
そ
こ

だ
け
に
集
中
す

る
事
態
に
も
な

る
し
、
診
療
内

容
も
異
な
っ
て

い
る
。
指
導
の

趣
旨
で
あ
る「
保

険
診
療
の
ル
ー

ル
の
徹
底
」
か

ら
考
え
れ
ば
、

る
こ
と
を
求
め
る
。

厚
：
理
由
を
示
す
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

協
：
指
定
更
新
時
の
指
導
が

今
年
度
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
更
新
時
の
指

導
か
ど
う
か
は
分
か
る
の
か
。

厚
：
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

４
．
持
参
す
る
診
療
録
に
係

る
患
者
リ
ス
ト
は
、
準
備
の

都
合
上
、
簡
易
書
留
等
に
よ

り
、
指
導
日
の
４
日
前
に
は

全
て
通
知
す
る
こ
と
。
ま
た
、

リ
ス
ト
を
受
取
っ
た
こ
と
を

確
認
す
る
こ
と
。

厚
：
厚
生
労
働
省
の
通
知
に

お
い
て
、
指
導
対
象
者
30
名

の
う
ち
15
名
に
つ
い
て
は
４

日
前
、
残
り
の
15
名
に
つ
い

て
は
前
日
に
通
知
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。
通
知
方
法
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
行
う
。
送
信
着
信
の

有
無
に
つ
い
て
は
、
電
話
等

で
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
通

知
予
定
日
が
休
日
ま
た
は
休

診
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
に

通
知
し
て
い
る
。

協
：
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
、
も
ら
っ
た
・

も
ら
わ
な
い
、
誤
送
信
な
ど

不
安
だ
。
簡
易
書
留
な
ど
、

慎
重
か
つ
確
実
に
受
け
取
り

た
い
。
こ
れ
は
厚
労
省
の
内

部
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
決
ま
っ
て
い

る
の
か
？

厚
：
そ
う
だ
。
基
本
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
あ
る
。

協
：
ぜ
ひ
Ｆ
Ａ
Ｘ
以
外
の
方

法
を
厚
労
省
に
伝
え
て
欲
し

い
。
ま
た
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
あ
っ
て

も
公
文
書
に
な
る
の
か
。

厚
：
公
文
書
に
あ
た
る
。

協
：
公
文
書
で
あ
れ
ば
厳
密

に
受
け
止
め
る
の
で
慎
重
な

取
り
扱
い
を
お
願
い
た
し
た

い
。
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て

は
４
日
前
に
30
件
全
て
と
い

う
の
が
要
望
。
30
件
用
意
し

て
も
、
全
て
見
ら
れ
な
い
と

い
う
の
が
実
態
。
実
態
に
即

し
て
欲
し
い
。
前
日
の
も
の

は
で
き
れ
ば
時
間
的
に
早
い

う
ち
に
送
っ
て
欲
し
い
。

５
．「
初
診
時
か
ら
の
す
べ
て

の
記
録
」
と
さ
れ
て
い
る
当

日
の
持
参
物
は
、
直
近
１
年

か
ら
３
年
程
度
と
す
る
こ
と
。

厚
：
必
要
最
小
限
の
も
の
に

な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
し

か
し
長
期
療
養
し
て
い
る
患

者
や
入
院
患
者
等
に
つ
い
て
、

持
参
物
が
相
当
量
に
な
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
指

導
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

で
あ
り
理
解
と
協
力
を
お
願

い
す
る
。

協
：
必
要
最
小
限
と
の
こ
と

だ
が
10
年
分
と
な
る
こ
と
も

あ
る
。
診
療
の
流
れ
を
み
る

の
で
あ
れ
ば
、
３
年
分
あ
れ

ば
十
分
だ
と
思
う
の
で
改
善

頂
き
た
い
。

厚
：
初
診
時
か
ら
と
決
ま
っ

て
い
る
。

協
：
本
省
へ
上
げ
て
欲
し
い
。

６
．
カ
ル
テ
の
コ
ピ
ー
は
行

わ
な
い
こ
と
。

厚
：
診
療
内
容
等
に
つ
い
て

さ
ら
に
確
認
が
必
要
と
判
断

し
た
場
合
は
、
医
療
機
関
の

同
意
を
得
て
、
診
療
録
、
そ

の
他
関
係
書
類
の
コ
ピ
ー
を

取
っ
て
い
る
。

協
：
カ
ル
テ
の
コ
ピ
ー
に
つ

い
て
。「
応
じ
る
・
応
じ
な
い
」

で
そ
の
後
の
再
指
導
あ
る
い

は
監
査
に
な
る
の
か
ど
う
か

の
判
断
基
準
が
曖
昧
な
中
で
、

結
果
も
そ
ち
ら
の
裁
量
。
カ

ル
テ
の
中
身
は
個
人
情
報
で

あ
り
医
師
法
も
絡
ん
で
く
る

重
要
な
問
題
で
あ
る
の
で
コ

ピ
ー
は
止
め
て
欲
し
い
。
コ

ピ
ー
を
断
っ
た
場
合
、
直
ち

に
不
利
益
の
取
り
扱
い
に
な

る
こ
と
は
な
い
と
い
う
認
識

で
よ
い
か
？

厚
：
よ
い
。

７
．「
中
断
」
の
取
り
扱
い
は

行
わ
な
い
こ
と
。
な
お
、
や

む
を
得
ず
「
中
断
」
す
る
場

合
に
は
、
そ
の
理
由
・
再
開

時
期
を
そ
の
場
で
明
確
に
伝

え
る
こ
と
。

厚
：
出
来
る
だ
け
そ
の
場
に

お
い
て
指
導
を
終
了
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
る
が
、
依

頼
し
た
資
料
を
持
参
せ
ず
、

指
導
の
目
的
が
達
成
し
得
な

い
と
判
断
し
た
場
合
、
ま
た

は
、
指
導
中
に
診
療
内
容
等

に
つ
い
て
疑
義
が
発
生
し
、

指
導
時
間
内
に
保
険
医
療
機

関
等
か
ら
十
分
な
説
明
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

指
導
を
中
断
す
る
こ
と
が
あ

る
。
ま
た
再
開
の
時
期
に
つ

い
て
は
、
そ
の
場
で
明
確
に

伝
え
ら
れ
る
時
に
は
伝
え
て

い
る
。

協
：
中
断
は
し
な
い
で
欲
し

い
。
中
断
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
場
合
は
理
由
を
そ
の
場
で

伝
え
て
欲
し
い
。
再
開
時
期

に
つ
い
て
も
出
来
る
限
り
そ

の
場
で
伝
え
て
欲
し
い
。

８
．
指
導
後
の
結
果
通
知
に

つ
い
て
は
、
指
導
実
施
後
１

カ
月
以
内
に
送
付
す
る
こ
と
。

厚
：
結
果
通
知
は
出
来
る
だ

け
早
く
送
付
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
る
が
、
全
国
的
に
判

断
が
求
め
ら
れ
る
も
の
が
あ

り
遅
れ
る
場
合
も
あ
る
。
そ

の
と
き
は
個
別
に
連
絡
し
た

い
。

協
：
協
会
に
問
い
合
わ
せ
が

多
か
っ
た
の
で
、
結
果
通
知

が
遅
れ
た
医
療
機
関
が
少
数

だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

待
た
さ
れ
る
方
は
非
常
に
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
。
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
た
先
生
に
診

て
も
ら
う
患
者
さ
ん
の
デ
メ

リ
ッ
ト
に
も
な
る
。
遅
れ
る

場
合
は
そ
の
理
由
を
電
話
な

ど
で
連
絡
し
て
ス
ト
レ
ス
軽

減
を
図
っ
て
欲
し
い
。

厚
：
各
事
務
所
に
遅
れ
な
い

よ
う
に
は
指
示
し
て
い
る
が
、

特
殊
な
事
情
も
あ
る
の
で
、

１
０
０
％
一
カ
月
以
内
に
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の

が
実
情
。

協
：
通
知
を
待
っ
て
い
る
間

に
、
各
事
務
所
に
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
は
可
能
か
？

厚
：
問
題
な
い
。

協
：
一
カ
月
以
上
経
つ
場
合

は
連
絡
し
て
も
ら
え
る
か
。

厚
：
約
束
で
き
な
い
。

協
：
指
導
側
が
判
断
に
迷
う

た
め
、
時
間
が
か
か
り
結
果

が
遅
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

判
断
に
迷
う
よ
う
な
こ
と
は

あ
る
の
か
。

厚
：
稀
だ
が
中
身
に
よ
っ
て

は
持
ち
帰
っ
て
判
断
す
る
も

の
も
あ
る
。

協
：
指
導
す
る
側
で
迷
う
こ

と
は
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
と
言

う
事
で
あ
る
と
思
う
が
、
医

療
側
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
ま
で

の
も
の
は
可
と
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
今
後
の
判
断
に

迷
っ
て
し
ま
う
。

９
．
指
導
結
果
の
評
価
・
決

定
に
係
る
打
合
せ
の
議
事
録

を
作
成
し
、
公
開
す
る
こ
と
。

厚
：
指
導
結
果
の
評
価
・
決

定
に
つ
い
て
は
内
部
の
検
討

委
員
会
と
い
う
こ
と
か
ら
、

議
事
録
は
作
成
し
て
い
な
い

し
、
作
成
す
る
こ
と
も
考
え

て
い
な
い
。

協
：
決
定
す
る
過
程
の
議
事

録
が
無
い
と
い
う
の
は
違
和

感
が
あ
る
。

厚
：
議
事
録
は
な
い
。

協
：
決
定
の
通
知
を
作
成
し

ま
す
よ
ね
。
そ
う
決
定
し
ま

し
た
と
の
文
書
は
あ
る
の
か
。

厚
：
あ
る
。

協
：
内
部
の
検
討
委
員
会
の

構
成
員
や
決
定
の
理
由
が
分

か
れ
ば
、
こ
ち
ら
も
改
善
す

る
余
地
が
出
て
く
る
の
で
開

示
し
て
欲
し
い
。
決
定
に
か

か
る
基
準
も
あ
る
と
思
う
の

で
、
基
準
に
関
し
て
も
開
示

し
て
欲
し
い
。

厚
：
開
示
で
き
る
も
の
に
つ

い
て
は
開
示
す
る
。

協
：
議
事
録
を
作
ら
な
い
と

い
う
の
は
、
厚
労
省
の
指
導

が
あ
っ
て
全
国
的
に
作
成
し

て
い
な
い
の
か
？
そ
れ
と
も

東
北
厚
生
局
の
独
自
の
判
断

で
作
成
し
て
い
な
い
の
か
？

懇談のようす（東北厚生局会議室）

（
４
面
に
続
く
）
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（
３
面
の
続
き
）

厚
：
内
部
で
検
討
し
て
作
成

し
て
い
な
い
の
で
、
東
北
と

し
て
作
成
し
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
。

協
：
違
和
感
が
あ
る
。
重
要

な
判
定
を
す
る
わ
け
だ
か
ら
、

指
導
を
受
け
た
方
は
同
じ
指

導
内
容
な
の
に
結
果
が
違
う

理
由
は
何
で
だ
ろ
う
と
思
う
。

重
要
な
決
定
を
す
る
会
議
で

あ
れ
ば
、
何
月
何
日
に
誰
々

が
参
加
し
こ
う
い
う
結
果
に

判
断
さ
れ
ま
し
た
と
い
う
も

の
が
あ
っ
て
も
よ
い
。
ま
し

て
や
東
北
厚
生
局
の
判
断
で

作
成
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
自
体
が
い
か
が
な
も
の
か

と
思
う
が
。

厚
：
議
事
録
は
な
い
が
記
録

は
あ
る
の
で
、
求
め
が
あ
れ

ば
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

協
：
基
準
に
つ
い
て
も
是
非

開
示
し
て
欲
し
い
。

10
．
自
主
返
還
に
つ
い
て
、

被
指
導
者
の
納
得
が
得
ら
れ

な
い
も
の
は
、
返
還
の
強
要

は
し
な
い
こ
と
。

厚
：
適
正
を
欠
く
も
の
に
つ

い
て
は
、
自
主
的
に
保
険
者

等
に
返
還
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
。

協
：
結
果
通
知
に
「
指
導
の

際
に
指
摘
さ
れ
た
以
下
の
事

例
を
自
主
的
に
保
険
者
に
返

還
さ
れ
た
い
」
と
あ
る
が
、

こ
の
一
行
に
は
自
主
的
と
の

文
言
は
入
っ
て
い
る
も
の
の

「
さ
れ
た
い
」と
の
こ
と
か
ら
、

強
制
的
に
返
還
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
と
脅
迫
的

に
捉
え
る
場
合
も
あ
る
。
例

え
ば
「
自
主
的
に
返
還
し
て

下
さ
い
」
と
い
う
よ
う
に
改

善
し
て
欲
し
い
。
こ
の
点
は
、

厚
生
局
の
裁
量
で
改
善
で
き

る
も
の
な
の
か
？

厚
：
確
認
し
て
み
な
い
と
分

か
ら
な
い
。

協
：
ぜ
ひ
改
善
し
て
欲
し
い
。

11
．
東
北
厚
生
局
が
保
有
す

る
文
書
そ
の
他
の
情
報
に
つ

い
て
は
、
原
則
開
示
す
る
こ

と
。
特
に
、
被
指
導
者
本
人

か
ら
請
求
が
あ
る
と
き
は
全

て
開
示
す
る
こ
と
。

厚
：
法
律
に
基
づ
い
て
、
開

示
・
不
開
示
を
判
断
し
て
お

り
、
全
て
開
示
で
き
る
わ
け

は
な
い
。

協
：
本
人
か
ら
は
も
ち
ろ
ん

第
三
者
か
ら
の
開
示
請
求
が

あ
っ
た
場
合
で
も
個
人
情
報

保
護
法
に
基
づ
い
て
開
示
し

て
欲
し
い
。

厚
：
東
北
厚
生
局
独
自
の
判

断
で
は
な
く
、
全
国
一
律
の

開
示
・
不
開
示
の
判
断
だ
。

協
：
個
別
に
こ
れ
は
開
示
し

て
良
い
、
悪
い
の
判
断
は
文

書
と
し
て
あ
る
の
か
。

厚
：
あ
る
。

協
：
本
人
が
開
示
請
求
し
て

も
開
示
で
き
な
い
理
由
は
。

厚
：
選
定
理
由
と
か
で
あ
れ

ば
、
い
く
ら
本
人
で
あ
っ
て

も
開
示
で
き
な
い
。

協
：
毎
年
黒
塗
り
の
部
分
が

増
え
て
い
る
が
、
本
省
か
ら

指
示
が
あ
っ
て
変
わ
っ
て
い

る
の
か
？

厚
：
毎
年
更
新
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
必
要
に
応
じ

て
黒
塗
り
に
し
て
い
る
。

　
９
月
１
日
、盛
岡
の
ア
イ
ー

ナ
で
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
（
ア
イ

フ
ォ
ン
）
使
い
方
講
座
を
開

催
し
、ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
を
持
っ

て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、
ｉ

Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
以
外
の
ス
マ
ホ

や
普
通
の
携
帯
電
話
を
お
持

ち
の
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
Ｌ
ａ
ｃ
（
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ 

Ｃ

ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
）
の
小
野
詩

〝
覚
え
る
よ
り
慣
れ
る
〟の
が
コ
ツ

　
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
使
い
方
講
座
開
催

人
氏
と
千
葉
英
男
氏
が
務
め
、

わ
か
り
や
す
く
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
テ
キ
ス
ト
を
使

い
な
が
ら
便
利
な
機
能
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ

ｅ
５
と
今
ま
で
の
機
種
と
の

違
い
と
基
本
操
作
の
確
認
を

説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、ホ
ー

ム
ボ
タ
ン
と
ア
プ
リ
の
関
係

や
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
は
パ
ソ
コ

ン
と
同
一
で
あ

る
こ
と
か
ら
、

１
日
に
１
回
は

電
源
を
切
っ
た

方
が
良
い
（
ソ

フ
ト
が
快
適
に

動
く
）
こ
と
、

音
声
ア
シ
ス
ト

の
Ｓ
ｉ
ｒ
ｉ

（
シ
リ
）
の
便

利
な
使
い
方
、

文
字
入
力
の
仕

方
な
ど
ち
ょ
っ

と
し
た
コ
ツ
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

電
話
が
鳴
っ
た
時
は
ス

リ
ー
プ
ボ
タ
ン
を
１
回
押
す

と
音
が
消
え
る
こ
と
、
２
回

押
す
と
留
守
電
に
切
り
替
わ

る
こ
と
な
ど
も
紹
介
し
ま
し

た
。

　
そ
し
て
ｉ
Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ（
ア

イ
ク
ラ
ウ
ド
）
を
利
用
し
て

ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
の
デ
ー
タ
を

パ
ソ
コ
ン
や
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
使

う
こ
と
や
ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ（
ア

イ
・
チ
ュ
ー
ン
ズ
）
で
音
楽

や
映
画
を
楽
し
み
、
ｉ
Ｐ
ｈ

ｏ
ｎ
ｅ
の
デ
ー
タ
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
大
事
で

使
い
方
の
幅
も
広
が
る
と
話

し
、
覚
え
る
よ
り
使
っ
て
慣

れ
る
の
が
コ
ツ
と
結
び
ま
し

た
。
終
わ
っ
た
後
は
個
別
に

多
く
の
方
が
講
師
に
質
問
を

し
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
を
購

入
し
た
い
」「
細
か
な
部
分
で

多
く
の
気
付
き
が
あ
り
ま
し

た
」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

わかりやすく立って説明する小野氏

　
田
野
畑
村
役
場
か
ら
国
道

45
号
線
を
南
下
し
、
ほ
ど
な

く
左
手
に
「
北
川
食
堂
」
が

あ
り
ま
す
。
同
じ
敷
地
内
に

は
ラ
ー
メ
ン
屋
、
道
路
を
挟

ん
で
向
か
い
側
に
は
交
番
が

あ
り
ま
す
。

　
店
の
売
り
は
海
鮮
も
の
で

す
。
そ
こ
で
「
日
替
わ
り
海

鮮
丼
」（
９
８
０
円
）
を
注

文
。
９
種
類
も
の
季
節
の
魚

介
類
が
丼
の
中
に
ぎ
っ
し
り

敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

９
種
の
魚
介
類
は
日
替
わ
り

で
、
そ
の
日
の
内
容
と
産
地

が
店
内
の
白
板
に
一
つ
一
つ

書
か
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

「
ワ
ラ
サ　
野
田
産
」「
イ
ク

ラ　
宮
古
産
」
な
ど
…
。
９

種
の
ネ
タ
の
中
で
と
り
わ
け

お
い
し
か
っ
た
の
が
、
味
噌

で
和
え
た
白
身
魚
の
「
な
め

ろ
う
」。
新
鮮
で
、
味
噌
と

魚
肉
の
味
が
よ
く
合
っ
て
い

味 

処
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北 

川 

食 

堂

　
　
　
　
　
　 

　
　
田
野
畑
村

下
閉
伊
郡
田
野
畑
村

　
　
　
　
和
野
２
６
０

－

13

℡ 

０
１
９
４

（
３
４
）
２
２
５
１

定
休
日
　
月
曜

営
業
時
間

昼
の
部
　
11
：
00
～
15
：
00

夜
の
部
　
17
：
00
～
22
：
00

ま
し
た
。

　
も
う
少
し
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

欲
し
い
場
合
は
、
ウ
ニ
が
プ

ラ
ス
さ
れ
た
「
磯
辺
丼
」
が

あ
り
ま
す
。

　
季
節
限
定
の
ウ
ニ
丼
、
ウ

ニ
重
の
他
に
も
豚
肉
を
使
っ

た
定
食
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
地
元
の
海
の
物
を
食
べ
た

い
方
に
は
お
勧
め
の
店
で
す
。

日替わり海鮮丼

【
日
　
時
】

　
　
２
０
１
３
年

　
　
　
　
８
月
20
日
㈫

　
　
19
：
30
～
21
：
10

【
場
　
所
】

　
　
盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル

会
議
室

【
出
席
者
】
役
員
、
事
務
局

併
せ
て
16
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
、	

２
０
１
３
年
７
月

期
報
告
並
び
に
８
～
９

月
期
活
動
計
画
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た

　
２
、
２
０
１
３
年
秋
の
組

織
拡
大
な
ら
び
に
共
済

普
及
月
刊
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
た

理
事
会
だ
よ
り 

８
月

北
川
食
堂
Ｈ
Ｐ
よ
り

　
９
月
25
日
、
岩
手
県
民
会

館
の
会
議
室
で
診
療
研
究
会

日
々
の
業
務
に
大
変
役
立
つ

　
　
　
認
知
症
に
関
す
る
診
療
研
究
会
開
催

「
認
知
症
の
基
礎
と
臨
床
―
認

知
症
を
理
解
す
る
た
め
の
基

礎
知
識
―
」
と
題
し
て
盛
岡

な
が
の
脳
神
経
・
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
の
長
野
隆
行
先

生
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
長
野
先
生
は
認
知
症
が
今

後
、
爆
発
的
に
増
え
る
こ
と
、

認
知
症
症
状
や
内
訳
、
診
断
、

中
核
症
状
へ
の
治
療
、
治
療

薬
、
周
辺
症
状
へ
の
治
療
、

予
防
と
生
活
習
慣
病
と
の
関

連
、
こ
れ
か
ら
の
認
知
症
医

療
・
ケ
ア
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
、
た
く
さ
ん
の
症
例

を
基
に
お
話
し
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

・	

認
知
症
に
は
、
治
る
事
の

で
き
る
場
合
が
あ
る
事
に

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー

ド
で
増
え
て
い
る
が
と
て

も
怖
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
・	

認
知
症
の
基
礎
的
な
こ
と

が
色
々
と
学
べ
て
良
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
患
者
さ
ん

と
接
す
る
際
に
、
参
考
に

な
る
と
思
い
ま
し
た
。
生

活
習
慣
や
生
活
習
慣
病
が

認
知
症
と
関
わ
り
が
あ
り
、

そ
れ
ら
に
気
を
付
け
る
こ

と
で
予
防
も
で
き
る
こ
と

を
初
め
て
知
り
ま
し
た

・	

祖
母
が
認
知
症
で
、
初
期

症
状
か
ら
進
行
し
て
い

く
経
過
を
経
験
し
、
先
生

の
話
を
聞
き
、
祖
母
と
の

接
し
方
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
家
族
と
し
て
は

ど
の
様
に
対
応
し
て
い
く

べ
き
な
の
か
悩
む
こ
と
も

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、

緩
和
さ
せ
る
た
め
の
薬
も

多
く
な
っ
て
い
る
と
知
り
、

お
話
を
聞
け
て
と
て
も
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す

・	

ぼ
ん
や
り
と
し
た
認
知
症

に
対
す
る
知
識
し
か
な
く
、

講師の長野隆行先生

会場のようす

日
々
の
業
務
に
大
変
役
立

つ
講
義
で
し
た
。
実
践
し

た
い
と
思
い
ま
す


